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第６回　検数労連１５夏季一時金交渉　７月３日（金）１４：３０～１５：００


１５夏季一時金妥結


支給日７月１０日（金）を確認
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各地域労連


から出された主な意見！





　７月１日（水）に行われた第５回１５夏季一時金交渉以降、各地域労連に対し１５夏季一時金闘争に対する意見を求めた結果、全ての地域より『批准』を受け、組合は７月３日（金）第６回検数労連１５夏季一時金交渉で、両協会に対し、要旨、次のとおりの内容で、妥結の態度表明を行ないました。


【妥結の態度表明】


　各地域労連からは、今後課題を含む意見等が上がったものの、全国団結による交渉が高く評価され、中闘見解は全ての地域から『批准』された。


１５夏季一時金交渉の妥結にあたり、今後の労使課題として、


次の問題を提起する。



























































【全日検に対する意見】





①金額的には単純比較で昨夏比プラスとなっており一定評価できる。


②『役付』『特別評価』『アルファ』については不満を残す結果となった。


③家族手当、地域年齢手当については、回答算式に入っておらず不満を残す結果となった。


④収支に大きく貢献している『見習い職員、契約職員、


契約雇員』に対する回答結果に不満を残す結果となった。


⑤特に見習い職員は職員同様の回答算式になっておらず、不満を残す結果となった。





【日検協会に対する意見】





①金額的には単純比較で昨夏比プラスとなっており一定評価できる。


②乗率部分への回答について、０．０３ヶ月分上積みしたことは評価できる。


③引き続き、要求していないアルファ（業績）の原資については、本体部分（乗率・一律・都市）への移行を強く求める。















































　現在、全体的に検数業務が縮小傾向に入っているもとで、引き続き、検数事業の基盤強化に向けた取り組み強化対策（人材育成等）を労使で知恵を出し合いながら前進させていくことが待ったなしの重要課題となっている。その意味では両協会が取り組んでいる『品質向上』運動と組合方針である『仕事と収入の確保』運動をリンクさせながら『原点回帰』の精神を労使共通認識としていくことが重要である。


　昨年に引き続き、今後、ＡＥＯ制度導入による通関行政の規制緩和や、ＴＰＰへの正式参加により、物流の効率化が一層進行し、今後環境が大きく変化していくことが予想される。







































































検数労連は港湾産別や共闘組織


を通じて雇用の安定と職域確保に向けた対応策をはかっている最中である。したがって、検数の雇用・


職域を守るためにも、引き続き、労使で真摯な話し合いをもって変わりゆく労働環境の変化に柔軟に対応するべく労使共通認識が重要となってくる。


以上
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各地域闘争委員会の


みなさんお疲れ様でした。


























　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


